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P　 lO5　　 妊娠 中毒症 の 胎盤 （特に 問質細胞）

に お け る コ ラ ーゲ ン 皿 、IV、　 V 型 の 発 現 につ い て

ポ ス タ ー 日産 婦 誌 48巻 臨時増刊

P − 106　　　　　　妊娠中毒症胎盤組織における

　 Interleukin−2（IL−2）の局在に関する免疫組織化

　学的研究
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【目的 】重症妊娠 中毒症患者 の 胎盤にお け る コ ラ

ー
ゲ ン type 皿 、　 IV、　 V の 発現を検討 し 正 常妊娠

胎盤 との 発 現 の 違 い に つ い て 検討 した ．

【方法】妊娠 36〜37 週 で 分娩と な っ た 重症妊娠

中毒症患者 5 例 と同
一

週 数で 分娩 とな っ た 正 常

妊婦 5 例の 胎盤 を 1 次抗体 と して抗 ヒ トコ ラ
ー

ゲ ン 皿、IV、　V 型 モ ノ ク ロ ナ ール 抗体を用い 、　ABC

法 に て 染色 し免疫組織化学所見 を両群間で 検討

した。また 、胎盤を ホ モ ジ ェ ネイ ト後、電気泳動

し、ニ トロ セ ル ロ
ー

ス に transfer した。同様の 1

次抗体を用 い 、Western 　bl。 tting 法を用 い 検討

した 。

【結果】中毒症 5 例 、 正 常 5 例 の 各群は い ずれ も

同様 の 染色 パ タ
ー

ン を示 し た。コ ラーゲ ン 皿 型 で

は、中毒症 と正 常は 、 ほぼ同様で あ っ た。つ ま り

絨 毛 間腔、間質細胞 は 弱陽性で あ り、トロ ホ ブ ラ

ス トは陰性 で あ っ た。IV型では 、正 常に 比 較 し中

毒症で は、絨毛 間腔 、問質細胞 にやや 強 く陽性 で

あ っ たが 、 トロ ホ ブラ ス トは い ずれ も陰性 で あ っ

た。V 型で は 、中毒症 では、 トロ ボ ブ ラス ト、絨

毛 間腔 、 間質細胞は い すれ も強陽性で あ っ た の に

対 し、正 常で は 、す べ て 陰性 で あ っ た。Western

blotting 法 にて も中毒症胎盤は 、　 V 型 の 強 い 発

現が認 め られた 。

【結論】妊娠中毒症胎盤で は 、正 常胎盤 と比較 し

て トロ ホブ ラス ト、絨毛間腔、間質細胞は コ ラー

ゲ ン V 型 の 発現が著 し く違 い
、

こ の こ とが 胎盤 の

機 能低下に関与 して い る可能性が示 唆され た 。

旧 的】妊娠維持に お い て ．絨毛外 トロ ボブラス ト

と母体細胞 との 間でおこ るサイ トカイ ン を介 した

免疫応答は重要である．正常妊娠では胎盤基底板

および脱落膜組織での IL−2の存在は確認 されて い

ない が、脱落膜組織中に存在する大顆粒 リンパ 球

（LGL細胞）は．1レ 2添加によるキラ
ー
活性の増強

で トロ ボブラス トを傷害する．そ こ で妊娠中毒症

の 病態に 、胎盤局所．特に基底板に おける IL−2が

関与して い る可能性を考え、妊娠中毒症例の胎盤

組織におけ るIL−am存在を免疫組纎化学染色に よ

り検討 した．防 法】正常正期産胎盤 （7例）および

日本産科婦入科学会の診断基準 に よる重症高血圧

を有する純粋型の 妊娠 中毒症例胎盤 （5例）を分娩

時に採取 し凍結 した．クリオス タッ トで作成した

切片をアセ トン で固定 し、1次抗体としで抗ヒ ト

1レ 2マ ウス モ ノ ク ロ
ー

ナル抗体および絨毛外 トロ

ボブラス トを標識するため の 、抗ヒ トサイ トケラ

チンマ ウ ス モ ノ ク ロ
ーナル 抗体を用い ．Labelled

Streptavidin 　Biotin法に より連続切片の免疫組

織化学染色を行っ た．i成績1正常正期産胎盤およ

び妊娠中毒症例胎盤の 全例で 、抗ヒ トサイ トケラ

チン抗体により絨毛外 トロボブラス トが明瞭に識

別された，正常正期産胎盤では全例で 1レ 2の 染色

は認め られなか っ たが、妊娠中毒症例胎盤では 5

例中4例で、絨毛外 トロ ボブラス トの細胞質に 1レ

2の強い顆粒状の染色を認めた．【結論］妊娠中毒

症例にお い て．母児接点の場である基底板を構成

する絨毛外 トロ ホブ ラス トに IL−2が存在 したこと

から、1レ 2を介した胎盤局所で の 母児問の免疫反

応が妊娠 中毒症の病態に 関与してい る こ とが示唆

された．
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